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    第一章


    
      1太初はじめより有ありし所ところのもの、我等われらが聞ききしところ、目めにて見みし所ところ、つらつら視みて手觸てさはりし所ところのもの、即すなはち生命いのちの言ことばにつきて、 2――この生命いのちすでに顯あらはれ、われら之これを見みて證あかしをなし、その曾かつて父ちちと偕ともに在いまして、今いまわれらに顯あらはれ給たまへる永遠とこしへの生命いのちを汝なんぢらに告つぐ―― 3我われらの見みしところ聞ききし所ところを汝なんぢらに告つぐ、これ汝なんぢ等らをも我われらの交際まじはりに與あづからしめん爲ためなり。我われらは父ちちおよび其その子こイエス・キリストの交際まじはりに與あづかるなり。 4此これ等らのことを書かき贈おくるは、我われらの喜悦よろこびの滿みちん爲ためなり。
    


    
      5我われらが彼かれより聞ききて、また汝なんぢらに告つぐる音信おとづれは是これなり、即すなはち神かみは光ひかりにして少すこしの暗くらき所ところなし。 6もし神かみと交際まじはりありと言いひて暗くらきうちを歩あゆまば、我われら僞いつはりて眞理まことを行おこなはざるなり。 7もし神かみの光ひかりのうちに在いますごとく光ひかりのうちを歩あゆまば、我われら互たがひに交際まじはりを得え、また其その子こイエスの血ち、すべての罪つみより我われらを潔きよむ。 8もし罪つみなしと言いはば、是これみづから欺あざむけるにて眞理まことわれらの中うちになし。 9もし己おのれの罪つみを言いひあらはさば、神かみは眞實まことにして正ただしければ、我われらの罪つみを赦ゆるし、凡すべての不義ふぎより我われらを潔きよめ給たまはん。 10もし罪つみを犯をかしたる事ことなしといはば、これ神かみを僞いつはり者ものとするなり、神かみの言ことばわれらの中うちになし。
    

  


  


  
    第二章


    
      1わが若子わくごよ、これらの事ことを書かき贈おくるは、汝なんぢらが罪つみを犯をかさざらん爲ためなり。人ひともし罪つみを犯をかさば、我等われらのために父ちちの前まへに助主たすけぬしあり、即すなはち義ぎなるイエス・キリストなり。 2彼かれは我われらの罪つみのために宥なだめの供物そなへものたり、啻ただに我われらの爲ためのみならず、また全世界ぜんせかいの爲ためなり。 3我われらその誡命いましめを守まもらば、之これによりて彼かれを知しることを自みづから悟さとる。 4『われ彼かれを知しる』と言いひて其その誡命いましめを守まもらぬ者ものは僞いつはり者ものにして眞理まことその衷うちになし。 5その御言みことばを守まもる者ものは誠まことに神かみの愛あい、その衷うちに全まったうせらる。之これによりて我われら彼かれに在あることを悟さとる。 6彼かれに居をると言いふ者ものは、彼かれの歩あゆみ給たまひしごとく自みづから歩あゆむべきなり。
    


    
      7愛あいする者ものよ、わが汝なんぢらに書かき贈おくるは、新あたらしき誡命いましめにあらず、汝なんぢらが初はじめより有もてる舊ふるき誡命いましめなり。この舊ふるき誡命いましめは汝なんぢらが聞ききし所ところの言ことばなり。 8然されど我わが汝なんぢらに書かき贈おくるところは、また新あたらしき誡命いましめにして、主しゅにも汝なんぢらにも眞まことなり、その故ゆゑは眞まことの光ひかりすでに照てりて、暗黒くらきはややに過すぎ去さればなり。 9光ひかりに在ありと言いひて其その兄弟きゃうだいを憎にくむものは、今いまもなほ暗黒くらきにあるなり。 10その兄弟きゃうだいを愛あいする者ものは、光ひかりに居をりて顛躓つまづきその衷うちになし。 11その兄弟きゃうだいを憎にくむ者ものは暗黒くらきにあり、暗くらきうちを歩あゆみて己おのが往ゆくところを知しらず、これ暗黒くらきはその眼めを矇くらましたればなり。
    


    
      12若子わくごよ、我われこの書ふみを汝なんぢらに贈おくるは、なんぢら主しゅの御名みなによりて罪つみを赦ゆるされたるに因よる。 13父ちちたちよ、我われこの書ふみを汝なんぢらに贈おくるは、汝なんぢら太初はじめより在います者ものを知しりたるに因よる。若わかき者ものよ、我われこの書ふみを汝なんぢらに贈おくるは、なんぢら惡あしき者ものに勝かちたるに因よる。子供こどもよ、我われこの書ふみを汝なんぢらに贈おくりたるは、汝なんぢら御父みちちを知しりたるに因よる。 14父ちちたちよ、我われこの書ふみを汝なんぢらに贈おくりたるは、汝なんぢら太初はじめより在います者ものを知しりたるに因よる。若わかき者ものよ、我われこの書ふみを汝なんぢらに贈おくりたるは、汝なんぢら強つよくかつ神かみの言ことばその衷うちに留とどまり、また惡あしき者ものに勝かちたるに因よる。 15なんぢら世よをも世よにある物ものをも愛あいすな。人ひともし世よを愛あいせば、御父みちちを愛あいする愛あいその衷うちになし。 16おほよそ世よにあるもの、即すなはち肉にくの慾よく、眼めの慾よく、所有もちものの誇ほこりなどは、御父みちちより出いづるにあらず、世よより出いづるなり。 17世よと世よの慾よくとは過すぎ往ゆく、されど神かみの御意みこころをおこなふ者ものは永遠とこしへに在とどまるなり。
    


    
      18子供こどもよ、今いまは末すゑの時ときなり、汝なんぢらが非ひキリスト來きたらんと聞ききしごとく、今いまや非ひキリスト多おほく起おこれり、之これによりて我等われらその末すゑの時ときなるを知しる。 19彼かれらは我等われらより出いでゆきたれど、固もとより我等われらのものに非あらざりき。我われらの屬ものならば、我われらと共ともに留とどまりしならん。されどその出いでゆきしは、皆みなわれらの屬ものならぬことの顯あらはれん爲ためなり。 20汝なんぢらは聖せいなる者ものより油あぶらを注そそがれたれば、凡すべての事ことを知しる。 21我われこの書ふみを汝なんぢらに贈おくるは、汝なんぢら眞理しんりを知しらぬ故ゆゑにあらず、眞理しんりを知しり、かつ凡すべての虚僞いつはりの眞理しんりより出いでぬことを知しるに因よる。 22僞いつはり者ものは誰たれなるか、イエスのキリストなるを否いなむ者ものにあらずや。御父みちちと御子みことを否いなむ者ものは非ひキリストなり。 23凡おほよそ御子みこを否いなむ者ものは御父みちちをも有もたず、御子みこを言いひあらはす者ものは御父みちちをも有もつなり。 24初はじめより聞ききし所ところを汝なんぢらの衷うちに居をらしめよ。初はじめより聞ききしところ汝なんぢらの衷うちに居をらば、汝なんぢらも御子みこと御父みちちとに居をらん。 25我われらに約やくし給たまひし約束やくそくは是これなり、即すなはち永遠とこしへの生命いのちなり。 26汝なんぢらを惑まどはす者ものどもに就つきて我われこれらの事ことを書かき贈おくる。 27なんぢらの衷うちには、主しゅより注そそがれたる油あぶらとどまる故ゆゑに、人ひとの汝なんぢらに物ものを教をしふる要えうなし。此この油あぶらは汝なんぢらに凡すべての事ことを教をしへ、かつ眞まことにして虚僞いつはりなし、汝なんぢ等らはその教をしへしごとく主しゅに居をるなり。 28されば若子わくごよ、主しゅに居をれ。これ主しゅの現あらはれ給たまふときに臆おくすることなく、其その來きたり給たまふときに恥はづることなからん爲ためなり。 29なんぢら主しゅを正ただしと知しらば、凡すべて正義ただしきをおこなふ者ものの主しゅより生うまれたることを知しらん。
    

  


  


  
    第三章


    
      1視みよ、父ちちの我われらに賜たまひし愛あいの如何いかに大おほいなるかを。我われら神かみの子こと稱となへらる。既すでに神かみの子こたり、世よの我われらを知しらぬは、父ちちを知しらぬによりてなり。 2愛あいする者ものよ、我等われらいま神かみの子こたり、後のちいかん、未いまだ顯あらはれず、主しゅの現あらはれたまふ時ときわれら之これに肖にんことを知しる。我われらその眞まことの状さまを見みるべければなり。 3凡すべて主しゅによる此この希望のぞみを懷いだく者ものは、その清きよきがごとく己おのれを潔きよくす。 4すべて罪つみをおこなふ者ものは不法ふはふを行おこなふなり、罪つみは即すなはち不法ふはふなり。 5汝なんぢらは知しる、主しゅの現あらはれ給たまひしは罪つみを除のぞかん爲ためなるを。主しゅには罪つみあることなし。 6おほよそ主しゅに居をる者ものは罪つみを犯をかさず、おほよそ罪つみを犯をかす者ものは未いまだ主しゅを見みず、主しゅを知しらぬなり。 7若子わくごよ、人ひとに惑まどはさるな、義ぎをおこなふ者ものは義人ぎじんなり、即すなはち主しゅの義ぎなるがごとし。 8罪つみを行おこなふものは惡魔あくまより出いづ、惡魔あくまは初はじめより罪つみを犯をかせばなり。神かみの子この現あらはれ給たまひしは、惡魔あくまの業わざを毀こぼたん爲ためなり。 9凡すべて神かみより生うまるる者ものは罪つみを行おこなはず、神かみの種たね、その衷うちに止とどまるに由よる。彼かれは神かみより生うまるる故ゆゑに罪つみを犯をかすこと能あたはず。 10之これに由よりて神かみの子こと惡魔あくまの子ことは明あきらかなり。おほよそ義ぎを行おこなはぬ者ものおよび己おのが兄弟きゃうだいを愛あいせぬ者ものは神かみより出いづるにあらず。 11われら互たがひに相あひ愛あいすべきは汝なんぢらが初はじめより聞ききし音信おとづれなり。 12カインに效ならふな、彼かれは惡あしき者ものより出いでて己おのが兄弟きゃうだいを殺ころせり。何なに故ゆゑころしたるか、己おのが行爲おこなひは惡あしく、その兄弟きゃうだいの行爲おこなひは正ただしかりしに因よる。
    


    
      13兄弟きゃうだいよ、世よは汝なんぢらを憎にくむとも怪あやしむな。 14われら兄弟きゃうだいを愛あいするによりて、死しより生命いのちに移うつりしを知しる、愛あいせぬ者ものは死しのうちに居をる。 15おほよそ兄弟きゃうだいを憎にくむ者ものは即すなはち人ひとを殺ころす者ものなり、凡おほよそ人ひとを殺ころす者ものの、その内うちに永遠とこしへの生命いのちなきを汝なんぢらは知しる。 16主しゅは我われらの爲ために生命いのちを捨すてたまへり、之これによりて愛あいといふことを知しりたり、我等われらもまた兄弟きゃうだいのために生命いのちを捨すつべきなり。 17世よの財寶たからをもちて兄弟きゃうだいの窮乏ともしきを見み、反かへつて憐憫あはれみの心こころを閉とづる者ものは、いかで神かみの愛あいその衷うちにあらんや。 18若子わくごよ、われら言ことばと舌したとをもて相あひ愛あいすることなく、行爲おこなひと眞實まこととを以もってすべし。 19之これに由よりて我われら眞理まことより出いでしを知しり、且かつわれらの心こころわれらを責せむとも神かみの前まへに心こころを安やすんずべし。 20神かみは我われらの心こころよりも大おほいにして一切すべてのことを知しり給たまへばなり。 21愛あいする者ものよ、我われらが心こころみづから責せむる所ところなくば、神かみに向むかひて懼おそれなし。 22且かつすべて求もとむる所ところを神かみより受うくべし。是これその誡命いましめを守まもりて御心みこころにかなふ所ところを行おこなへばなり。 23その誡命いましめはこれなり、即すなはち我われら神かみの子こイエス・キリストの名なを信しんじ、その命めいじ給たまひしごとく互たがひに相あひ愛あいすべきことなり。 24神かみの誡命いましめを守まもる者ものは神かみに居をり、神かみもまた彼かれに居給ゐたまふ。我われらその賜たまふところの御靈みたまに由よりて其その我われらに居給ゐたまふことを知しるなり。
    

  


  


  
    第四章


    
      1愛あいする者ものよ、凡すべての靈れいを信しんずな、その靈れいの神かみより出いづるか否いなかを試こころみよ。多おほくの僞にせ預言者よげんしゃ世よに出いでたればなり。 2凡おほよそイエス・キリストの肉體にくたいにて來きたり給たまひしことを言いひあらはす靈れいは神かみより出いづ、なんぢら之これによりて神かみの御靈みたまを知しるべし。 3凡おほよそイエスを言いひ表あらはさぬ靈れいは神かみより出いでしにあらず、これは非ひキリストの靈れいなり。その來きたることは汝なんぢら聞きけり、この靈れいいま既すでに世よにあり。 4若子わくごよ、汝なんぢらは神かみより出いでし者ものにして既すでに彼かれらに勝かてり。汝なんぢらに居給ゐたまふ者ものは世よに居をる者ものよりも大おほいなればなり。 5彼かれらは世よより出いでし者ものなり、之これによりて世よの事ことをかたり、世よも亦またかれらに聽きく。 6我われらは神かみより出いでし者ものなり。神かみを知しる者ものは我われらに聽きき、神かみより出いでぬ者ものは我われらに聽きかず。之これによりて眞理しんりの靈れいと迷謬まよひの靈れいとを知しる。
    


    
      7愛あいする者ものよ、われら互たがひに相あひ愛あいすべし。愛あいは神かみより出いづ、おほよそ愛あいある者ものは、神かみより生うまれ神かみを知しるなり。 8愛あいなき者ものは、神かみを知しらず、神かみは愛あいなればなり。 9神かみの愛あいわれらに顯あらはれたり。神かみはその生うみ給たまへる獨子ひとりごを世よに遣つかはし、我等われらをして彼かれによりて生命いのちを得えしめ給たまふに因よる。 10愛あいといふは、我われら神かみを愛あいせしにあらず、神かみわれらを愛あいし、その子こを遣つかはして我われらの罪つみのために宥なだめの供物そなへものとなし給たまひし是これなり。 11愛あいする者ものよ、斯かくのごとく神かみわれらを愛あいし給たまひたれば、我われらも亦またたがひに相あひ愛あいすべし。 12未いまだ神かみを見みし者ものあらず、我等われらもし互たがひに相あひ愛あいせば、神かみわれらに在いまし、その愛あいも亦またわれらに全まったうせらる。 13神かみ、御靈みたまを賜たまひしに因よりて、我われら神かみに居をり神かみわれらに居給ゐたまふことを知しる。 14又またわれら父ちちのその子こを遣つかはして世よの救主すくひぬしとなし給たまひしを見みて、その證あかしをなすなり。 15凡おほよそイエスを神かみの子こと言いひあらはす者ものは、神かみかれに居をり、かれ神かみに居をる。 16我われらに對たいする神かみの愛あいを我われら既すでに知しり、かつ信しんず。神かみは愛あいなり、愛あいに居をる者ものは神かみに居をり、神かみも亦またかれに居給ゐたまふ。 17かく我われらの愛あい完全まったきをえて、審判さばきの日ひに懼おそれなからしむ。我等われらこの世よにありて主しゅの如ごとくなるに因よる。 18愛あいには懼おそれなし、全まったき愛あいは懼おそれを除のぞく、懼おそれには苦難くるしみあればなり。懼おそるる者ものは、愛あいいまだ全まったからず。 19我われらの愛あいするは、神かみまづ我われらを愛あいし給たまふによる。 20人ひともし『われ神かみを愛あいす』と言いひて、その兄弟きゃうだいを憎にくまば、これ僞いつはり者ものなり。既すでに見みるところの兄弟きゃうだいを愛あいせぬ者ものは、未いまだ見みぬ神かみを愛あいすること能あたはず。 21神かみを愛あいする者ものは亦またその兄弟きゃうだいをも愛あいすべし。我等われらこの誡命いましめを神かみより受うけたり。
    

  


  


  
    第五章


    
      1凡おほよそイエスをキリストと信しんずる者ものは、神かみより生うまれたるなり。おほよそ之これを生うみ給たまひし神かみを愛あいする者ものは、神かみより生うまれたる者ものをも愛あいす。 2我等われらもし神かみを愛あいして、その誡命いましめを行おこなはば、之これによりて神かみの子供こどもを愛あいすることを知しる。 3神かみの誡命いましめを守まもるは即すなはち神かみを愛あいするなり、而しかしてその誡命いましめは難かたからず。 4おほよそ神かみより生うまるる者ものは世よに勝かつ、世よに勝かつ勝利しょうりは我われらの信仰しんかうなり。 5世よに勝かつものは誰たれぞ、イエスを神かみの子こと信しんずる者ものにあらずや。 6これ水みづと血ちとに由よりて來きたり給たまひし者もの、即すなはちイエス・キリストなり。啻ただに水みづのみならず、水みづと血ちとをもて來きたり給たまひしなり。 7證あかしする者ものは御靈みたまなり。御靈みたまは眞理まことなればなり。 8證あかしする者ものは三みつ、御靈みたまと水みづと血ちとなり。この三みつ合あひて一ひとつとなる。 9我等われらもし人ひとの證あかしを受うけんには、神かみの證あかしは更さらに大おほいなり。神かみの證あかしはその子こにつきて證あかしし給たまひし是これなり。 10神かみの子こを信しんずる者ものはその衷うちにこの證あかしをもち、神かみを信しんぜぬ者ものは神かみを僞いつはり者ものとす。これ神かみその子こにつきて證あかしせし證あかしを信しんぜぬが故ゆゑなり。 11その證あかしはこれなり、神かみは永遠とこしへの生命いのちを我われらに賜たまへり、この生命いのちはその子こにあり。 12御子みこをもつ者ものは生命いのちをもち、神かみの子こをもたぬ者ものは生命いのちをもたず。
    


    
      13われ神かみの子この名なを信しんずる汝なんぢらに此これ等らのことを書かき贈おくるは、汝なんぢらに自みづから永遠とこしへの生命いのちを有もつことを知しらしめん爲ためなり。 14我われらが神かみに向むかひて確信かくしんする所ところは是これなり、即すなはち御意みこころにかなふ事ことを求もとめば、必かならず聽きき給たまふ。 15かく求もとむるところ、何事なにごとにても聽きき給たまふと知しれば、求もとめし願ねがひを得えたる事ことをも知しるなり。 16人ひともし其その兄弟きゃうだいの死しに至いたらぬ罪つみを犯をかすを見みば、神かみに求もとむべし。さらば彼かれに、死しに至いたらぬ罪つみを犯をかす人々ひとびとに生命いのちを與あたへ給たまはん。死しに至いたる罪つみあり、我われこれに就つきて請こふべしと言いはず。 17凡すべての不義ふぎは罪つみなり、されど死しに至いたらぬ罪つみあり。
    


    
      18凡すべて神かみより生うまれたる者ものの罪つみを犯をかさぬことを我われらは知しる。神かみより生うまれ給たまひし者もの、これを守まもりたまふ故ゆゑに、惡あしきもの觸ふるる事ことをせざるなり。 19我われらは神かみより出いで、全世界ぜんせかいは惡あしき者ものに屬ぞくするを我われらは知しる。 20また神かみの子こすでに來きたりて我われらに眞まことの者ものを知しる知識ちしきを賜たまひしを我われらは知しる。而しかして我われらは眞まことの者ものに居をり、その子こイエス・キリストに居をるなり、彼かれは眞まことの神かみにして永遠とこしへの生命いのちなり。 21若子わくごよ、自みづから守まもりて偶像ぐうざうに遠とほざかれ。
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